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リチウムの存在度に基づく若い星団の年代推定

若い星の年齢とリチウム組成をテーマに研究している。

うまれたばかりの星は、元になった分子雲と同じ量の

Liを持っている。恒星表面のリチウムは年齢ととも

に破壊され、減少する。

西はりま天文台のなゆた望遠鏡と中低分散分光器

mallsを用いて、μTau association(Gagné 2020)の

天体の分光観測を行い、リチウムの存在度を算出した。

μTau associationの点は●と似た分布を

示していることから、1億歳に近い年齢を持つこと

分かった。
図1 有効温度- Li存在度の図
プレアデス星団(●)

ヒアデス星団(○) (Stahler & Palla, 2004)
, はμTau associationの天体。


